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腫瘍やその周囲正常臓器の変位や変形を追跡できる Non-rigid image registration (NIR)
が注目されている。NIRのアルゴリズムは研究や開発がなされているが、臨床に用いるた
めには NIRアルゴリズムの評価を確立する必要がある。 
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Evaluation of non-rigid image registration algorithms using the 
discrepancy distance between the organ contours. 
 
(臓器輪郭間の相違距離を用いた非剛体画像レジストレーションアルゴリズム
の評価) 
 
結果の要旨 
本研究の目的は、非剛体画像レジストレーションに対する従来の評価法を改善すること
である。 
非剛体画像レジストレーションのアルゴリズムに対する従来の評価法は、CT画像上で放
射線腫瘍医が作成した任意臓器の輪郭(基準輪郭)と非剛体画像レジストレーションにより
作成した同一臓器の輪郭(評価輪郭)間における相違距離を計測して行われる。 
本研究では、同相を考慮した非剛体画像レジストレーション評価法を考案し、従来法に
比べ、以下の 3 点を改善した。第一に評価輪郭が基準輪郭に対して膨張または収縮したの
かを示す。第二に相違距離計測点の連続的位置関係を維持して相違距離を計測する。第三
に球状臓器輪郭や管状臓器輪郭など全ての輪郭を対象とする。 
本研究で考案した評価方法を用いることにより、非剛体画像レジストレーションの精度
を確定し放射線治療における適切な腫瘍や臓器の変形変位を確認し、そして再放射線治療
計画を短時間で実施することが可能となる可能性がある。 
以上から、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員が一致して認めた。 
 
 
